
1　アンケートの実施期間
　　令和8年8⽉18⽇〜令和8年8⽉25⽇

2　県政モニター
　　ネットモニター　　400名

3　回答者数
　　インターネットによるアンケート調査　　　400名（回答率100％）

4　アンケート結果概要

　　（満⾜の割合が低く、不満の割合が⾼い）結果となりました。

　　その他、医療機関の充実や⽣活利便性を中⼼に様々なご意⾒をいただきました。

　　　  ※構成比は四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

アンケート結果は、次のとおりです。

■回答者属性

性別
n %

全体 400 100.0
1 男性 194 48.5
2 ⼥性 206 51.5
3 回答したくない 0 0.0

年代
n %

全体 400 100
1 男性 18歳〜39歳 47 11.8
2 男性 40歳〜59歳 68 17.0
3 男性 60歳以上 79 19.8
4 ⼥性 18歳〜39歳 46 11.5
5 ⼥性 40歳〜59歳 63 15.8
6 ⼥性 60歳以上 97 24.3

値
全体 400
平均値 54.4
最小値 20
最大値 88

居住地
n %

全体 400 100.0
1 中北（甲府市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央市、昭和町） 258 64.5
2 峡東（⼭梨市、笛吹市、甲州市） 49 12.3
3 峡南（市川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町） 15 3.8

4
富士・東部（富士吉⽥市、都留市、大⽉市、上野原市、道志村、⻄桂町、忍野村、
                  ⼭中湖村、鳴沢村、富士河⼝湖町、小菅村、丹波⼭村） 78 19.5

5 その他 0 0.0

⼭梨県⺠⽣活満⾜度調査
人⼝減少危機対策本部事務局

人⼝減少危機対策課

　県⺠の皆様の⽣活における満⾜度に関する意識を把握するため、県政モニターによるアンケートを実施しました。

　　・アンケート10項目（健康、居住環境、労働、所得・消費、教育・文化、余暇、福祉・連帯、安全、⽣活全般、⽣き方の選択）の内、満⾜の割合（※）

　　　  ※満⾜度︓「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」と答えた割合　　※※不満度︓「どちらかというと不満である」「不満である」と答えた割合

    が⾼い項目は居住環境（52.8％）、余暇（51.1％）、安全（50.3％）の順になりました。
    ・満⾜の割合が低い項目は福祉・連携（23.3％）、教育・文化（24.8％）、所得・消費（32.5％）の順となりました。
　　・⼀方、アンケートの10項目の内、不満の割合（※※）が⾼い項目は所得・消費（32.0％）、健康（18.1％）、教育・文化（17.5％）、不満
    の割合が低い項目は、余暇（13.1％）、安全（13.5％）、居住環境（15.5％）となりました。
　　・以上から、居住環境、余暇、安全については満⾜度が⾼く（満⾜の割合が⾼く、不満の割合が低い）、所得・消費、教育・文化については満⾜度が低い

　　・Q21（「お住まいや⽇々の暮らしについて、ご意⾒がありましたら⾃由に記載ください」）では、公共交通機関の整備についての意⾒が多く寄せられました。
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職業
n %

全体 400 100.0
1 会社員・団体職員 148 37.0
2 ⾃営業（農林⽔産業を含む） 30 7.5
3 家事専業（主婦・主夫など） 48 12.0
4 学⽣ 3 0.8
5 パート・アルバイト 71 17.8
6 公務員 18 4.5
7 その他 9 2.3
8 無職 73 18.3

居住年数

n %
全体 400 100.0

1 1年未満 6 1.5
2 1年以上〜5年未満 20 5.0
3 5年以上〜10年未満 20 5.0
4 10年以上〜20年未満 29 7.3
5 20年以上 325 81.3

（２）⽇々の⽣活における満⾜度について

■＜健康＞についてお伺いします。
Q1.あなたの健康を守るための医療環境全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 41 10.3
2 どちらかというと満⾜している 140 35.0
3 どちらともいえない 135 33.8
4 どちらかというと不満である 45 11.3
5 不満である 27 6.8
6 わからない 12 3.0

医療環境全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が45.3％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が18.1％となっています。
医療環境全般については、約5割の方が満⾜している状況です。

Q2.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 181 100.0

1 ⽇ごろ病気になったときにかかる病院や医院の医療 162 89.5
2 休⽇や夜間などの救急医療 37 20.4
3 市役所、町村役場が⾏う⽣活習慣病健診や医療相談 40 22.1
4 その他 2 1.1

満⾜している項目では、「⽇ごろ病気になったときにかかる病院や医院の医療」が89.5％と最も⾼く、次いで「市役所、町村役場が⾏う⽣活習慣病健診や医療相談」
が22.1％となっています。

■＜居住環境＞についてお伺いします。
Q3.あなたの今の居住環境全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 58 14.5
2 どちらかというと満⾜している 153 38.3
3 どちらともいえない 120 30.0
4 どちらかというと不満である 38 9.5
5 不満である 24 6.0
6 わからない 7 1.8

居住環境全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が52.8％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が15.5％となっています。
居住環境全般については、約5割の方が満⾜している状況です。
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Q4.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 211 100.0

1 ⼭や川などの⾃然環境 118 55.9
2 大気汚染や⽔質汚濁、騒音、振動、悪臭などの影響がない⽣活環境 88 41.7
3 公園、広場、遊び場などの多さ 45 21.3
4 あなたがお住まいの地域でのごみや⽣活排⽔の処理 60 28.4
5 現在お住まいの住宅の敷地や建物の広さ 94 44.5
6 バス、鉄道など公共交通の利便性 21 10.0
7 あなたがお住まいの地域の道路の整備状況 39 18.5
8 ⽇常の買い物の利便性 108 51.2
9 その他︓ 7 3.3

満⾜している項目では、「⼭や川などの⾃然環境」が55.9％と最も⾼く、次いで「⽇常の買い物の利便性」が51.2%となっています。

■＜労働＞についてお伺いします。
Q5.あなたの今のお仕事全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 324 100.0

1 満⾜している 35 10.8
2 どちらかというと満⾜している 95 29.3
3 どちらともいえない 123 38.0
4 どちらかというと不満である 29 9.0
5 不満である 25 7.7
6 わからない 17 5.2

お仕事全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が40.1％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が16.7％となっており、満⾜している方は
約4割となっています。

Q6.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 130 100.0

1 ⾃分の望む仕事に就職、転職する機会や職業紹介 39 30.0
2 労働時間や休⽇、福利厚⽣、仕事の安全衛⽣など 67 51.5
3 今の仕事のやりがい 53 40.8
4 その他︓ 8 6.2

満⾜している項目では、「労働時間や休⽇、福利厚⽣、仕事の安全衛⽣など」が51.5％と最も⾼く、次いで「今の仕事のやりがい」が40.8%となっています。

■＜所得・消費＞についてお伺いします。
Q7.あなたのご家庭の今の経済環境全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 30 7.5
2 どちらかというと満⾜している 100 25.0
3 どちらともいえない 133 33.3
4 どちらかというと不満である 70 17.5
5 不満である 58 14.5
6 わからない 9 2.3

家庭の経済環境全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が32.5％、「どちらともいえない」が33.3％、「どちらかというと不満である」
「不満である」が32.0％となっています。

Q8.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 130 100.0

1 あなたのご家庭の所得 75 57.7
2 あなたのご家庭の資産（預貯⾦、株式、不動産など） 71 54.6
3 商品（サービス）の種類や豊富さ 26 20.0
4 最近の物価 3 2.3
5 その他 3 2.3

満⾜している項目では、「あなたのご家庭の所得」が57.7％と最も⾼く、次いで「あなたのご家庭の資産（預貯⾦、株式、不動産など）」
が54.6％となっています。
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■＜教育・文化＞についてお伺いします。
Q9.あなたや家族が⽇ごろ接している教育や文化全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 18 4.5
2 どちらかというと満⾜している 81 20.3
3 どちらともいえない 203 50.8
4 どちらかというと不満である 46 11.5
5 不満である 24 6.0
6 わからない 28 7.0

教育・文化全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が24.8％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が17.5％となっています。
「どちらともいえない」の割合が50.8％と最多となり、満⾜している方は3割未満となっています。

Q10.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 99 100.0

1 幼稚園、保育所などの施設 26 26.3
2 小・中学校、⾼等学校などの教育 39 39.4
3 県内で大学、短期大学、専門学校などの教育を受ける機会 13 13.1
4 しつけなどの各家庭の教育 10 10.1
5 趣味の会、教養講座などの文化活動に参加したり、すぐれた芸術文化に接したりする機会 19 19.2
6 図書館、文化ホール、美術館、博物館などの施設 60 60.6
7 史跡、文化財、郷土芸能、まつりなどの保存や伝承 28 28.3
8 その他︓ 1 1.0

満⾜している項目では、「図書館、文化ホール、美術館、博物館などの施設」が60.6％と最も⾼く、次いで「小・中学校、⾼等学校などの教育」が
39.4%となっています。

■＜余暇＞についてお伺いします。
Q11.あなたの休⽇や余暇の過ごし方全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0
満⾜している 55 13.8

1 どちらかというと満⾜している 149 37.3
2 どちらともいえない 137 34.3
3 どちらかというと不満である 35 8.8
4 不満である 17 4.3
5 わからない 7 1.8

休⽇や余暇の過ごし方全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が51.1％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が
13.1％となっています。休⽇や余暇の過ごし方全般については5割超の方が満⾜している状況です。

Q12.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 204 100.0

1 あなたが⾃由にできる時間 174 85.3
2 スポーツ、レクリエーションなどのための身近な施設やそれらの利⽤のしやすさ 36 17.6
3 県内の映画館、劇場、遊園地などでの娯楽・レジャー 36 17.6
4 催し物・イベントなどの余暇情報を得る機会 20 9.8
5 ハイキングなど⾃然と親しむ機会 48 23.5
6 その他︓ 3 1.5

満⾜している項目では、「あなたが⾃由にできる時間」が85.3％と最も⾼く、次いで「ハイキングなど⾃然と親しむ機会」が23.5%となっています。
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■＜福祉・連帯＞についてお伺いします。
Q13.あなたがお住まいの地域での人とのつながりや福祉サービス全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0
満⾜している 23 5.8

1 どちらかというと満⾜している 70 17.5
2 どちらともいえない 208 52.0
どちらかというと不満である 38 9.5
不満である 29 7.3
わからない 32 8.0

人とのつながりや福祉サービス全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が23.3％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が
16.8％となっています。「どちらともいえない」の割合が52.0％と最多となり、満⾜している方は3割未満となっています。

Q14.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 93 100.0

1 近所づきあいや地域で⾏われる⾏事への住⺠の参加 60 64.5
2 お年寄り、⼦ども、障害者などに対する国や県の施策の質 24 25.8
3 お年寄り、⼦ども、障害者などに対する国や県の施策の受けやすさ 30 32.3
4 その他︓ 0 0.0

満⾜している項目では、「近所づきあいや地域で⾏われる⾏事への住⺠の参加」が64.5％と最も⾼く、次いで「お年寄り、⼦ども、障害者などに対する
国や県の施策の受けやすさ」が32.3%となっています。

■＜安全＞についてお伺いします。

Q15.あなたの今の⽣活全般の安全性について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 46 11.5
2 どちらかというと満⾜している 155 38.8
3 どちらともいえない 137 34.3
4 どちらかというと不満である 32 8.0
5 不満である 22 5.5
6 わからない 8 2.0

⽣活全般の安全性について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が50.3％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が13.5％となって
います。⽣活全般の安全性については、5割超の方が満⾜している状況です。

Q16.前問で「満⾜している」、「どちらかというと満⾜している」を選択された方にお伺いします。満⾜している項目は何ですか。（いくつでも）

n %
全体 201 100.0

1 毎⽇の⽣活の中での交通の安全性 100 49.8
2 あなたがお住まいの地域での防犯体制や防火活動 80 39.8
3 地震や大雨による浸⽔・がけくずれなど⾃然災害からの安全性 91 45.3
4 その他︓ 5.0 2.5

満⾜している項目では、「毎⽇の⽣活の中での交通の安全性」が49.8％と最も⾼く、次いで「地震や大雨による浸⽔・がけくずれなど⾃然災害からの安全性」
が45.3％となっています。

■＜⽣活全般＞についてお伺いします。
Q17.あなたの⽣活全般について、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100.0

1 満⾜している 43 10.8
2 どちらかというと満⾜している 145 36.3
3 どちらともいえない 139 34.8
4 どちらかというと不満である 41 10.3
5 不満である 26 6.5
6 わからない 6 1.5

⽣活全般について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が47.1％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が16.8％となっています。
⽣活全般については4割超の方が満⾜している状況です。

5.8 17.5 52.0 9.5 7.3 8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 満⾜している

どちらかというと満⾜している

どちらともいえない

どちらかというと不満である

不満である

わからない

64.5

25.8

32.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

11.5 38.8 34.3 8.0 5.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 満⾜している

どちらかというと満⾜している

どちらともいえない

どちらかというと不満である

不満である

わからない

49.8

39.8

45.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

10.8 36.3 34.8 10.3 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100% 満⾜している

どちらかというと満⾜している

どちらともいえない

どちらかというと不満である

不満である

わからない

1.5



■＜定住意識＞についてお伺いします。
Q18.あなたは⼭梨県にこれからも住み続けたいと思いますか。

n %
全体 400 100.0

1 住み続けたい 125 31.3
2 どちらかというと住み続けたい 127 31.8
3 どちらともいえない 104 26.0
4 どちらかというと県外へ移りたい 30 7.5
5 県外へ移りたい 14 3.5

「住み続けたい」「どちらかというと住み続けたい」が63.1％で、「どちらかというと県外へ移りたい」「県外へ移りたい」が11.0％となっており、6割超の方が
⼭梨県に住み続けたい意向を持っています。

■＜⽣き方の選択＞についてお伺いします。
Q19.あなたは⾃分の⽣き方（働き方や家庭⽣活、人⽣の選択など）を⾃分の意思で選択できているかについて、どの程度満⾜していますか。

n %
全体 400 100

1 満⾜している 62 15.5
2 どちらかというと満⾜している 135 33.8
3 どちらともいえない 131 32.8
4 どちらかというと不満である 38 9.5
5 不満である 28 7.0
6 わからない 6 1.5

⽣き方の選択について、「満⾜している」「どちらかというと満⾜している」が49.3％で、「どちらかというと不満である」「不満である」が16.5％となっています。
⽣き方の選択については約5割の方が満⾜している状況です。

Q20.前問で「不満である」、「どちらかというと不満である」を選択された方にお伺いします。⾃分の意思で選択できない/できなかったのはどのような場⾯ですか。（いくつでも）

n %
全体 66 100

1 進学 14 21.2
2 就職 22 33.3
3 働き方（勤務時間や雇⽤形態） 38 57.6
4 結婚 16 24.2
5 ⼦どもを持つか持たないか 8 12.1
6 仕事と家庭⽣活の両⽴ 21 31.8
7 住む場所 30 45.5
8 その他︓ 3 4.5

⾃分の意思で選択できない（できなかった）場⾯としては、「働き方（勤務時間や雇⽤形態）」が57.6％と最も⾼く、次いで「住む場所」が45.5％となっています。

〈医療介護等についての主な意⾒〉

〈⽣活の安全についての主な意⾒〉

Q21　お住まいや⽇々の暮らしについて、ご意⾒がありましたら⾃由に記載ください

良い病院がない。（同種意⾒他１件）
医療機関不⾜（同種意⾒他３件）

大きな病院が近くになく何かあった時には遠くまで⾏かなければならない。（同種意⾒他１件）
⾃然豊かで過ごしやすいが、専門的な病院が少なく医療体制に不安がある。⼭梨大学病院からの若い医師の派遣でなんとか地方（峡南地域）の病院の医師不⾜をおぎ
なっており、常勤の医師がおらず、短期間の医師交代で患者との意思の疎通がはかれない状況にある。常駐の専門医も配置の向上をお願いしたい。
地域の中で⼗分な医療が受けられず、例えば放射線治療などは甲府や県外に⾏かなければ受けることができず、負担が大きくなっています。
医療に対して専門医がいないことと、市⽴病院から緊急搬送の受入拒否されて、大学病院まで御坂峠を搬送されたこと。たまたま県内の大学病院に通院していたが、指定
難病等で県外に通院している人も多い。安⼼して受診できる地元の病院であってほしい。
医療体制が頼りない

医療体制の脆弱性
医療設備や専門性など医療の充実の⾯で、遅れている。（同種意⾒他４件）
不妊治療できる医療機関が少ない
この先も同じレベルの医療や介護が受けられるのか⼼配。厚⽣連は病気の⾒逃しなど良くない話を聞くので、昭和町の検診で厚⽣連を使っているのが不安。
医師について︓殆どの医師が病気を根本から治癒することを放棄して痛みを除去することに集中して薬ばかりを提供する。どうしてこんな痛み、症状を発⽣したのかの説明が
ない。治癒させる方向に注⼒して欲しい。
笛吹市内に医療設備の整った病院や受診したい科が無い

⼭梨県はとても良いところです。災害がすくないです。⽥舎ですが好きです。
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〈居住環境についての主な意⾒〉

〈労働環境についての主な意⾒〉

〈所得・消費についての主な意⾒〉

治安が悪くなってきている。（同種意⾒他１件）
年寄りの⾃動⾞運転が危険過ぎる。道路、歩道が狭い。交通マナーが悪すぎる。
道路が狭くて渋滞だらけ、外国人、観光客が多すぎて⽣活環境が極めて悪い。観光客から徴収したお⾦はどこに使っているのか︖お⾦儲けだけをかんがえるのではなく県⺠の
⽣活を第⼀に考えるべき。観光収入を得るのなら県⺠の目に⾒える形で還元してほしい（道路の拡幅等は速やかに実⾏すべき）迷惑だらけで⽇々ストレスを感じ早く引っ
越したい。
当たり前にあった⽇常の安全性や平穏が徐々に脅かされてる感じがします。
昔に比べて窃盗事件が多い。最近はかなり物騒なので、道路の街灯を増やして欲しい。
道路が狭いのに、最近ダンプカー等の大型⾞がよくスピードを出して後ろから迫って来る。原付バイクでは怖くて⾛りにくい。リニアモーターカーや富士川河川⼯事のせいであり、
ある程度仕方がないとは思うが、もう少しゆっくり⾛ってくれないかと思っている。

近所の道が狭いので⼦供が通るのにヒヤヒヤしてます。あとは荒川沿い、末⽊⼯業の横がすごい草で道幅が狭くなっていて、標識も草で⾒えなくなっているので逆⾛する⾞もあ
りますので、非常に困っています。早く改善して欲しいです。
外国人が多いのが気がかり。ゴミ出しなどの地域のルールや、⾞の通⾏などマナーを守らないのを⾒かける。⽇本に住むなら⽇本の決まりを守るべきなのに、そもそも⾔葉があま
り通じなかったりするので、学校でも外国籍の⼦供は⽇本人の⼦供のように扱うのは難しいようだ。多様性を重んじろと⾔うが、外国人の⾏動を何でもかんでも全て許すのが
良いとは思わない。
交通マナーが悪い又は⾃分勝手
不穏な外国人が増えている（同種意⾒他２件）
甲府市は道の整備が駅前だけ、更に⾞が歩道に乗り上げ停⾞していて歩⾏者が⾞道に出なくてはならない事が多い。

ライフラインが未整備、特に下⽔道が通っていないのが最大の難点。困りはてている。
免許返納をした場合、公共交通機関が少なくて困りそう。また、⾏動範囲がおおいに狭くなってしまう（同種意⾒他３件）
笛吹市から他市に⾏くのに⾜が無い、ノルートは市内のみで他市に⾏きにくい。
持ち込みゴミの収集は軽トラが有る又は借りられる前提で移住者に優しく無い。相談に⾏くと『近所で借りてください』と⾔われる、運転免許証が無い人や知人のいない人に
優しく無い、神奈川県藤沢市を参考にして欲しい
買い物難⺠が多く公共の移動手段が少なすぎる為⾼齢者が⾞の運転をしないと⽣活出来ない
街中商店街の反対で、大きなスーパーが甲府市に無い。

防災・保安対策が⾏き届いておらず 将来的な不安が募る。
幹線道路以外の道が狭い　歩道がない道も多い

買い物の不便さ
地域密着でよそ者を排除する傾向がある。会社、地域がそういう人柄が多い。（同種意⾒他１件）
交通の便が良くない。バス等は便が少なく、⾞に頼らないといけない(同種意⾒他１５件）

住居環境が良くない。
市営団地に住んで30年以上経過します。修繕するか建て替えて欲しいと思うことが多々あります
⼭梨県は⽥舎なのに賃料が⾼すぎる。
町全体が汚い。飲食店が安⼼安全な店がない。同じような店舗が多い
近くに団地があるが外国人が多く、なかなか文化の隔たりが多い

公共交通機関の整備不⾏き届き。地域の人の人間性。
映画館やスーパー以外の店がなく不便（同種意⾒他１件）
駅が町の下にあるので出かける気にならない。兎に角不便。本数も少ない。
近所との関係が希薄。
所有者が⾼齢で所有地の手入れが難しい。他の所有者の庭に伸びてきている。⾏政で解決してほしい。
ごみの分別でわざわざ市役所などに持っていく必要がある、アルミは今多く使われてるので⼀つにまとめて出したい、回収して欲しい

比較的東京に近いからか大学⽣になると県外へ出て⾏く人が多い。県外からきた人は就労時給が安いので働く意欲がなくなる人もいるそうだ。⾃然環境には恵まれているの
で 強みをいかして 県内が活性化する事を願ってやまない。
仕事が選べるほどの種類はないし、最低賃⾦が⻑野県よりも安い。

県外から越してきたものなので、夫の就職先がなかなか選べず、仕方なく入った建設会社は、⽇当で、ボーナス、交通費なし、仕事があれば休みなし、仕事がなければ、無休
で休ませられる、そんな仕事をするか、、単発バイトなら感じ良く働かせてもらえますが、そんなのおかしいと思う。夫の親もこっちに越してきたから今さら県外に⾏くこともままなら
ない。2台⾞を持つほどの余裕がないので、、私もなかなか⾃由に仕事するわけにはいかない。不便。
家計がキツい
年⾦で暮らせない。

中々⽣涯の就職先となる企業と出会えない。そのせいもあり家族と離れ離れだ
⾼齢者の働く場所がほしい（同種意⾒他１件）
働く場所の少なさ（同種意⾒他３件）
時間外労働が多い
パートやバイトの時給が上がらない
都市部に比べて⼭梨は賃⾦が安い。物価⾼に対して、給与が上がらないため⽣活に余裕がない。（同種意⾒他３件）

共働きをしているけど貯⾦が出来ない。３人以上の⼦供がいても、２人が就職してしまうと3人目は奨学⾦を借りるにしても有利⼦になってしまう。上の２人の教育費をすで
に⽀払ってしまい貯⾦がない中で、３人目の補助がないのはつらい。初めの2人についても奨学⾦を借りているから、上の⼦に援助してもらうことはできない
物価が⾼い
物価⾼で、⽣活に余裕があるとはいえない
改善点はよくわからない。物価に対して税⾦が⾼いので⽇々の暮らしは苦しいです。
物価を安くなる様にお願いします。
物価⾼の対策が、というかどんな対策も非課税世帯ばかりで不公平に感じる。



〈教育・⽂化についての主な意⾒〉
大学以上の教育機会が不⾜している。東京との近接性をうまく利⽤して、⼗分な教育環境を与えるとともに、⼭梨県に戻ってくる若者を増やすための魅⼒づくりに⼒を入れる
べき。
文化施設がない。
スポーツ施設の充実。
教育が不⼗分。
公私の文化、スポーツ施設を宿泊施設と協⼒し合宿、ゼミ、大会や練習のできるところとし体制つくりを計画してはどうでしょうか。

⾼齢者への⽀援の充実（同種意⾒他１件）

〈定住についての主な意⾒〉
気候が厳しい
公共交通機関が少なくて⾞がなしではいられない。⾞の運転は好きではないし、年を取ったら運転したくないので、⾸都圏の公共交通機関の発達したところに住みたい。
転勤のため住んでいるだけの地域なので早く県外に移りたいです。
公共交通が不便すぎるので、⾃分で運転できなくなったら、不便すぎて困ると思うので、⼀人暮らしでは住み続けたくない

文化活動に参加する機会が少ない。甲府市など国中が中⼼のイベントが多い。

〈福祉・連帯についての主な意⾒〉
⼦育て⽀援に⼒を入れて欲しい
観光地や商業施設等に障害者も⾏きたくなる様な⽇本にしてほしい。
甲州市の福祉は他市町村に遅れを取っている気がします。
特に甲府市では社協が機能していない

⾃然は良いものがあるが、若い人の働き⼝が限られると思う。私もリモート中⼼ではあるが、実際は東京に籍をおき働いている。⾃然豊かで、アニメの聖地にもなっているが、全
然アピールが⾜りないし、観光下手であると考える。
回答のほとんどは「どちらかと⾔うと満⾜」で、⼭梨県の⽣活は気に入っているが、⾃分が⾼齢になり、故郷が⼭⼝県なので、そろそろ⼭⼝県近辺に戻りたいと思っている。
夏の暑さ対策が、温暖化で必要かと思います。
⽥舎すぎる

〈その他の主な意⾒〉

交通の便が悪いので、これから家族が⾞を手放す時期がきた時に⽣活が⼀変するのではと先に希望が持てません。地域（⼭梨県）の文化度が低く、それを求めると県外へ
赴かねばならず、⾼齢者に抗って⽣活するのは大変なことです。
まだ⾞の運転ができるので　不⾃由さは感じない。⼀人暮らしなので、⽼後は⼼配。電⾞、バスなど便利なところへ移住とかも夢があるけど、いまさら︖とか思う。お墓も⾃宅も
負の産物なんだと思う、とは⾔え　捨てられないし。
転勤のため住んでいるだけの地域なので早く県外に移りたいです。
⾃然が豊か。しかし地元⺠はそれを知らない。
⾃然の豊さは良いが公共交通機関が少ない。最低賃⾦は安い、物価は⾼いと悪い所も多い。
⼭梨県は何もかも不便過ぎて、1⽇も早く名古屋に戻りたい。

富士トラム構想がありますが、、、実は峡⻄地区には昔ボロ電が⾛っていました。峡⻄地区から甲府へのアクセスとして大変重宝していました。時代も変わり廃⽌されましたが、
今に⾄り復活するのも良いと思います。鰍沢から甲府駅までの交通手段として次世代型LRT(⽔素バス、EVバス)の導入は素敵だと思います。昔ボロ電が⾛っていた道もその
ままありますし、新たな南アルプス通りもありますのでその道を⽣かして設置可能だと思います。交通渋滞緩和、排気ガス対策効果もあります。ぜひ県や⼭梨交通でご検討い
ただけたら幸いです。
住⺠向けのサービスに地域格差がある。
まず、⽔素エネルギーだの、男⼥共同参画だの、理由のわからんところに予算使わないでもらいたい。やるべきは、企業誘致です。雇⽤の安定です。そして、最低賃⾦を、近
隣より多く上げるです。⻑野と縮まってたったの1円ってなんなんでしょうか。変なところに補助⾦出すよりは、企業誘致して、業務は神の⾒えざる手がなんとかするとおもいます。
あなた達⾏政が、変な補助⾦配ると、また変な方向に進⾒ますよ。
学⼒が低い
⺟⼦家庭の⻑男で、学⽣時代の成績が良くても⾏きたい⾼校や大学が制限されてしまいやる気を喪失した。親はこどもの選択肢を狭めないように、⼦どもに物事を押し付け
すぎないように配慮すべきである。年の離れた弟の⾯倒やアルバイトばかりやらされ⾟い毎⽇だった。

経済的安定と普通で平和な暮らし。
税⾦が⾼い、商品券とか要らないから税⾦を安くして欲しい。観光客も迷惑なのでちゃんと対応して欲しい
ただ⽣きているだけで張り合いがない。
国⺟地区の県道甲府市川大門線の道路拡張は終わったが失策で国⺟から千秋橋までが⼀向に渋滞が続いていることが不満。全く国⺟地区の繁栄に寄与していない。

過疎の解消
空き家対策に⼒を入れてほしいです
快適に過ごせるようにしたい
人⼝減少による衰退は仕方ないが安易に外国人人材に頼るのはやめてほしい。コンパクトシティを推進してほしい。
⼀人暮らしなので アパート等では保証人が必要だが探すのが大変です。年⾦から引いてもらえたら解決できませんか?

⽇々淡々と暮らすだけで余裕がない
意識レベルが低い、⾃分勝手又は⾃分に⽢い
誠実に勤めている人が報われる暮らしであってほしいと思います。
富士五湖地域にペットフレンドリーの施設がもっと増えれば嬉しい

人⼝減少は問題ではない。１００年前と比べたら、急激に増えすぎただけ。県や国の税収が減り、商店の売り上げが減るのは当然の事。人⼝が少なかった頃の規模に戻す
のが良い。

⾼齢者が気軽に集えるカフェなど欲しいと思います
⼭梨の魅⼒ある多くのことを連携を図る施策を県⺠に周知し県⺠が参加協⼒できる楽しい、美しい、癒される⼭梨にしていただきたい。
とにかく他県より遅れをとっていることが多い。他県の魅⼒が強すぎて、⼭梨が弱く感じる。お店にしても、雇⽤にしても静岡や東京の方が魅⼒を感じる
体が不⾃由だから
地域での住い方には満⾜しているが、年齢がかさむと共に不安が増して来て、いつまで働けるか働けなくなった時に年⾦のみで暮らしていけるか、貯蓄がない私には不安でたま
らない。



病院に⾏きたいと思っても仕事の都合で⾏けないとか、小⿃の病院がほとんどないこと。ペットや野良猫ちゃんなどしっかりケアしてあげて欲しい。
還暦過ぎていますので、とにかく健康を重視したいので不満があるものがあっても、それなりに対処したいので改善等はあまりないです。
年⾦⽣活者の保険料の改善をして欲しい。

⽼齢年⾦について、５９歳で死亡した配偶者が⽣前納付した⽼齢年⾦は全額⽀給停⽌であり、単身の年⾦受給者は⼀人分の年⾦所得の⽣活であります、単身の年⾦
受給者も⼀般家庭における経常経費（光熱⽔費・⾃治会費・冠婚葬祭費・固定資産税など）は複数人の世帯でも同じように負担せざるを得ないです。夫婦⼆人の⽼
齢年⾦受給世帯と比較すると経済的に⽣活が大変です。経常経費の⼆分の⼀位は⽀給していただきたいです。
前職との間が空いて、なかなか仕事が決まらない。⾯接に⾏っても、あまり良い返事がもらえない。
地域の⾼齢化が加速して 独居⾼齢者や空家が増えている。若年層・⼦ども離れが進み 活性⼒低下が著しい。
可もなく不可もなく


